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れ
た
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波
茂

　
１
月
2
2
日
午
後
４
時
半
。
議
長

が
宣
言
し
た
。
「
異
議
が
無
い
よ

う
な
の
で
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
国
連
経

済
社
会
理
事
会
（
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
）

総
合
協
議
資
格
を
認
め
る
」
と
。

重
圧
で
き
り
き
り
し
て
い
た
胃
が

和
ら
い
だ
一
瞬
だ
っ
た
。

　
場
所
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ
る

国
連
ビ
ル
の
大
会
議
室
。
米
国
、

ロ
シ
ア
、
中
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド

イ
ツ
、
ト
ル
コ
、
イ
ラ
ン
、
イ
ン

ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
ペ
ル
ー
、
チ

リ
。
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
キ
ュ
ー
バ
、

ス
ー
ダ
ン
、
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
、

ジ
ン
バ
ブ
エ
、
カ
メ
ル
ー
ン
、
セ

ネ
ガ
ル
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
1
9
力
国

の
国
連
代
表
部
に
よ
る
満
場
一
致

だ
っ
た
。
Ｉ
力
国
で
も
異
議
が
あ

れ
ば
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
日
本
政
府
国
連
代
表
部
が
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
参
加
し
て
異
例
の
支
援

表
明
を
し
て
く
れ
た
。
「
日
本
政

府
は
国
際
社
会
に
お
け
る
非
政
府

機
関
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の
活
動
の
推
進

を
望
ん
で
い
る
。
日
本
政
府
は
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
に
資
金
援
助
し
て

連
に
お
け
る
ア
ジ
ア
の
Ｎ
Ｏ
Ｏ
は

少
な
す
ぎ
る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
頑
張

っ
て
ほ
し
い
」
と
。

　
審
議
内
容
は
二
つ
あ
っ
た
。

一
つ
は
資
格
に
ふ
さ
わ
し
い
活

動
内
容
と
実
績
の
有
無
で
あ

る
。
も
う
一
つ
は
各
国
の
代
表

部
に
と
っ
て
自
国
の
国
益
に
反

し
て
い
る
か
ど
う
か
の
判
断
で

あ
る
。

　
ア
ル
メ
ニ
ア
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
申

請
に
対
し
て
ト
ル
コ
の
代
表
部

が
猛
然
と
反
対
の
異
議
を
申
し

立
て
た
。
２
年
続
け
て
の
見
送

り
に
な
っ
た
。
Ａ
国
の
人
権
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
申
請
に
対
し
て
キ
ュ
ー

バ
が
そ
の
内
容
を
質
問
し
た
。

代
表
が
壇
上
に
招
か
れ
て
回
答

し
た
。
幸
い
に
も
キ
ュ
ー
バ
が

納
得
し
た
の
で
申
請
が
認
め
ら

れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
・

バ
ー
に
問
題
が
無
い
こ
と
を
必
死

に
休
息
時
間
に
説
明
し
て
回
っ

た
。
午
後
の
審
議
で
は
全
員
が
異

議
な
し
で
申
請
が
認
め
ら
れ
た
。

彼
は
隣
の
席
に
い
た
私
に
抱
き
つ

い
て
ほ
お
に
キ
ス
を
し
て
く
れ

国連経済社会理事会総合協議資格

　
Ｂ
国
の
人
権
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
申
請
に

対
し
て
Ｂ
国
の
代
表
部
が
わ
ざ
わ

ざ
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し

て
、
「
組
織
に
問
題
あ
り
」
と
異

議
を
申
し
出
た
。
そ
の
人
権
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
代
表
が
1
9
力
国
の
主
な
メ
ン

た
。
よ
ほ
ど
う
れ
し
か
っ
た
の

だ
。
　
国
際
社
会
は
厳
然
た
る
階
級

社
会
で
あ
る
。
メ
ン
バ
ー
シ
ッ

プ
の
有
無
に
絶
対
的
な
意
味
が

あ
る
。
そ
し
て
沈
黙
は
黙
認
か

黙
殺
か
で
あ
る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

源
流
で
あ
る
「
第
一
次
岡
山
大

学
医
学
部
ク
ワ
イ
河
医
学
踏
査

隊
」
を
タ
イ
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
国

境
地
帯
の
モ
ン
族
開
拓
農
場
に

派
遣
し
て
か
ら
3
5
年
、
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
を
設
立
し
て
か
ら
9
9
一
年
に
な

る
。
国
際
社
会
に
お
け
る
不
条

理
を
嫌
と
い
う
ほ
ど
経
験
し
て

き
た
。

　
不
条
理
に
対
す
る
問
題
解
決

能
力
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
笞

え
の
Ｉ
つ
が
ロ
ー
カ
ル
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ
で
あ
る
。
「
現
場
の
問
題
を

一
『
番
良
く
知
っ
て
い
る
人
が
一
番

良
い
答
え
を
持
っ
て
い
る
』
が
定

義
で
あ
る
。
発
展
途
上
国
に
よ
る

ロ
ー
カ
ル
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
か
ら
の

発
言
は
沈
黙
の
世
界
に
封
印
さ
れ

て
い
る
。

　
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
総
合
協
議
資
格

で
も
っ
て
、
ロ
ー
カ
ル
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ
を
国
連
の
場
で
の
政
策
提
言

に
活
用
す
る
。
ジ
ュ
ネ
エ
ノ
と
二

ュ
ー
ヨ
ー
ク
が
活
動
の
場
と
な

る
。
岡
山
に
本
部
を
置
く
多
国
籍

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
、
「
西
の
ジ
ュ
ネ

ー
ブ
、
東
の
岡
山
」
の
趣
旨
を
更

に
推
進
す
る
た
め
に
も
、
多
種
多

様
な
ロ
ー
カ
ル
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を

展
開
で
き
る
海
外
支
部
の
数
は
重

要
で
あ
る
。
現
在
の
2
9
か
ら
5
0
に

増
や
し
た
い
。
ロ
ー
カ
ル
イ
ニ
シ

ア
チ
ブ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
で

あ
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
支
部
長
た
ち
が
国

連
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス

コ
）
、
国
連
児
童
基
金
（
ユ
ニ
セ

フ
）
、
そ
し
て
国
連
難
民
高
等
弁

務
官
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
な

ど
、
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
関
連
の
会
議

で
積
極
的
に
発
言
す
る
光
景
が
見

ら
れ
る
の
が
楽
し
み
で
あ
る
。
そ

の
時
に
「
世
界
が
必
要
と
す
る
岡

山
」
に
一
歩
近
づ
い
た
こ
と
に
な

る
。
　
　
　
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表
）

　
　
　
　
　
　
　
＝
題
字
は
筆
者
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